
 

 
 

 7月１１日から県内各地で県中学校総合体育大会が行われました。 

金山中学校からは、野球、女子バスケットボール、陸上、ソフトテニス、柔道、水泳競技に地区代表とし

て参加しました。暑い中での大会となりましたが、選手のみんながベストを尽くして競技に臨みました。 

ソフトテニス競技は、他の種目より 1 週間ほど早く開催されました。女子個人にクラブから参加した

柴田結月さんが、見事に優勝しました。 

また、野球では、1回戦、2回戦を順調に勝ち抜き、準決勝を３－１、決勝を２－０で勝利し、最上地

区４０年ぶりの県の頂点に立ちました。野球競技では合同チームとして初の優勝となりました。 

さらに、柔道競技では、男子個人でクラブから出場した栗田佳智さんが、準優勝で東北大会に出場し

ます。陸上競技では、女子１００ｍで笹原菜々聖さん、女子４種で栗田速香さんが３位となり、東北大会

に出場します。 

県中総体と同日の 7月 19日に、地区吹奏楽コンクールに吹奏楽部が小

編成の部で参加し、銀賞を獲得しました。部員全員でこれまでの練習の成

果を発揮したすばらしいハーモニーをつくりあげました。 

今大会は４種目で東北大会の出場権をつかむなど、大健闘でした。 

東北大会に進むことができなかった選手も、最後まで頑張っている姿が

印象的でした。今回の経験を通して、大きな成長を感じました。 

応援いただいた多くの方々に感謝するとともに、東北大会に出場する 

選手へのさらなる声援をよろしくお願いします。 
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6 月 30 日～7 月 2 日までの 3 日間に 3 年生がインター

ンシップを行いました。インターンシップの目的は、① 地

域の産業や企業の役割について理解し、進んで地域社会に

貢献することができるようになる、② 働く体験を通して、

職業や自己の適性についての具体的な知識と理解を得ると

ともに、将来の進路に対する自覚を高めること

ができるようになる、③ 社会生活の規律や礼

儀、言葉遣いなどを学び、集団生活への適応力を

高めることができるようになる、という３つで

す。生徒たちは、様々な職業体験を通じて、キャ

リア教育について深く考える機会となりまし

た。ご協力いただいた企業の皆様ありがとうございました。また、今年度、協力いただける企業

の全てに生徒が行くことができませんでした。来年度は、できる限り多くの企業を体験するよう

にしていきたいと思いますので、今後もご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

3年生が「認定こども園 めごたま」にて 

保育実習を行いました。 

初めは緊張していましたが、幼児とコミュ

ニケーションを取るうちに子供との関わりに

どんどん慣れてきて、積極的に声をかける場

面が増えてきました。 

実習を通して、小さい子供との触れ合いに

は洞察力やコミュニケーション力、信頼関係

が大切だと学ぶことができたようです。 

 

 

 

 

子どもたちの豊かな創造力・想像力

や思考力、コミュニケーション能力を

養うために、質の高い文化芸術を鑑賞・

体験する機会として講談教室を開催し

ました。 

 講師には、神田 紅さん、神田 紅

佳さん、神田 青之丞さんを迎え、実

際に自己紹介や論語などを講談調で発

声しました。代表の生徒が全体の前で

発表して、大きな声で思いを伝えるこ

との大切さを学びました。最後には、

講師 3名の講談を聞き、本物の伝統文

化に触れる貴重な機会となりました。 

 


